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運転操作の仕方

エンジンのかけ方

・燃料を補給した場所でエンジンを始動しないでください。
・換気の悪い場所ではエンジンをかけないでください。
・エンジン回転中及び停止後しばらくの間はエンジンやマフラーなどが熱くなっています。
　触れるとやけどすることがありますので高温部に触れないでください。
・回転している部分の近くに手又は足を入れないでください。
・必ず両手でしっかりハンドルを保持してください。
・平坦な場所で作業を行ってください。
・エンジン始動後、異常を感じたり、予測される場合はすぐにエンジンを停止してください。
・本機から離れる時は必ずエンジンを停止してください。
・少しの移動でもエンジンを停止し、ハンドルを持って運搬してください。

警告

禁止

指示

・エンジンを始動する時は、周囲に人や動物がいないことを確認してください。

注意

ギヤオイル給油口のネジ部を反時計回りにしま
す。本体を寝かせるとオイルが漏れますのでご注
意ください。

1

チョークレバーを引上げ「OFF 側」にします。3

本機をしっかり保持し、リコイルスターターを
少し重くなるまでゆっくり引き、そこから真っ
すぐに素早く60～70cm引張ります。
※引く距離が短いとエンジンはかかりません。

4

エンジン始動と同時にドリルが回転する場合があり
ます。十分ご注意ください。

警告

OFF

エンジンスイッチをON「START 側」にします。1

プライマリーポンプに燃料が溜まるまで繰返し
押します。リターンパイプに燃料が流れることを
確認します。

2

ON

プライマリーポンプ

リターンパイプ（黄色）

※外気温には関係なく、エンジンそのものが冷えてい
る場合です。翌日の再始動などがこれに当たります。

■エンジンが冷えている時のかけ方

※写真の状態が開いている状態
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運転操作の仕方

エンジンの止め方

振動等で配線端子（コネクタ）が緩んだり、抜
けたりするとエンジンが止まらなくなります。
あわてずに、端子を確認し、強く挿込んでくだ
さい。
運転前に配線を確認する癖をつけることで、ト
ラブルを未然に防ぐことができます。

エンジンが止まらない
エンジンスイッチをOFF「STOP 側」にします。1

ギヤオイル給油口のネジ部を時計回りに回しま
す。（写真の状態が閉まっている状態）

2

・ギヤオイル給油口のネジ部を緩めたまま放置しな
　いでください。
・移動時はギヤオイル給油口のネジ部を閉めてくだ
　さい。

注意

OFF


























